
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年 4月 26日（金)              

港 区 立 高 松 中 学 校 

校 長   中 山 幸 子 

栄養士   島 田 理 香 

 新緑が目に鮮やかな季節となり

ました。新年度が始まって１か月が

たちましたが、心や体に疲れが出て

いないでしょうか？朝なかなか起

きられなかったり、日中ボーッとし

たり、食欲がないなど、気になる症

状がある場合は、生活リズムを見直

してみましょう。 

 

学校給食の献立は、文部科学省が定める「学校給食摂取基準」に基づき、栄養

士が作成しています。１日に必要な栄養量の 1/3程度を基本に、不足しがちなカ

ルシウムやビタミン類は多めにとれるよう考慮し、食材や調理方法を工夫して提

供します。残さず食べることで、必要な栄養をしっかりとることができますので、

食べられる人は、盛り付けられた量を食べ切るよう心がけましょう。 

 苦手な食べ物があったり、食べられる量が少なかったり、給食を食べることに

不安を感じている人は、無理をしなくて大丈夫です。成長するにつれて、だんだ

んと食べられるようになりますので、少しずつ慣れていきましょう。 

 

５⽉５⽇は、国⺠の祝⽇「こどもの⽇」ですが、男の⼦の健やかな

成⻑を祝う「端午の節句」でもあります。節句と名のつく⾏事はほか

に、１⽉７⽇の「⼈⽇の節句」、３⽉３⽇の「上⺒の節句」、７⽉７⽇

の「七⼣の節句」、９⽉９⽇の「重陽の節句」があり、まとめて「五

節句」と呼ばれます。 

中国から伝わった⾵習が⽇本独⾃の⾏事に変化したもので、⾏事⾷

には、健康で幸せに暮らせるようにという願いが込められています。

それぞれの節句には、邪気（病気や災難を起こす悪い気）を払うとさ

れる季節の植物が⽤いられているのも特徴です。 

「端午の節句」は

男の子、「桃の節

句」は女の子の成

長をお祝いする行

事です。 


